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審議会等の会議結果報告 

 

 

１ 会議名 第３回津市特別職報酬等審議会 

２ 開催日時 平成２８年１２月２６日（月） 

午前１０時００分から午前１０時５０分まで 

３ 開催場所 津市本庁舎 ４階 庁議室 

４ 出席した者の氏名 （津市特別職報酬等審議会委員） 

月岡存 生川介彦 浅生幸子 伊藤庄吉 猪又英樹 

西豊一 川辺千秋 佐藤ゆかり 岡利宏 西澤 博 

（事務局） 

総務部長 松本尚士  

総務部次長 浅井英幸  

人事課長 宮田雅司 

人事課給与厚生担当主幹 若林麻衣子  

人事課給与厚生担当副主幹 柿内宏介  

人事課主査 奥田 努 

５ 内容 １ 市議会の議長、副議長及び議員に係る議員報酬の額

並びに市長及び副市長の給料の額について 

２ その他 

６ 公開又は非公開 公開 

７ 傍聴者の数 ０人 

８ 担当 総務部人事課給与厚生担当 

電話番号 059-229-3107 

E-MAIL 229-3106@city.tsu.lg.jp 

 

 ・議事の内容      下記のとおり 

内                容 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

お待たせいたしました。皆様方におかれましては大変お忙しい

中、御出席をいただきまして誠にありがとうございます。 

定刻となりましたので、ただ今から第３回津市特別職報酬等審議

会の開会をお願いしたいと存じます。 

本日は、これまでにいただきました御意見から答申案をまとめて

いただけましたらと思います。 

なお、答申につきましては、明日、１２月２７日にお願いしたい

と考えておりますので、本日の会議の場において、答申の内容を整
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会 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

えさせていただきたいと考えておりますので、何卒よろしくお願い

申し上げます。 

それでは、会長、会議の進行についてよろしくお願いいたしま

す。 

 

委員の皆様には、公私とも大変お忙しい中、御出席いただきまし

て、ありがとうございます。 

それでは、ただ今から、第３回津市特別職報酬等審議会の会議を

開きます。 

先程、事務局の意向といたしまして、明日１２月２７日に、答申

を行う予定とのことですので、本日中に答申の方向性について決定

し、内容を固めてまいりたいと思いますので、委員の皆様には御協

力の程、お願いいたします。 

本日は、委員１０名全員の御出席をいただいておりますので、津

市特別職報酬等審議会条例第５条第２項の規定により、会議は成立

しております。 

それでは、審議に入りたいと思います。 

 

前回の会議では、市長からの諮問事項であります議長、副議長及

び議員の議員報酬の額並びに市長及び副市長の給料の額について、

活発に御議論いただきました。 

各委員からの御意見は、現状維持が多数で、市長の給料の額には

一部引上げの御意見、議員報酬の額には一部引下げの御意見があり

ました。 

御意見の一部を申し上げますと、平成２８年の人事院勧告による

民間給与との較差が０．１７％とわずかであること、また、これま

での人事院勧告による民間給与との較差率の累計が０．４６％、勧

告に伴い実施した給与改定率の累計は０．７４％といずれも小さい

ことから、据え置きが妥当であるとする御意見がありました。 

また、他市との比較においても特に高すぎる、低すぎるといった

こともなく、水準は妥当であると考える中、市長及び副市長の給料

並びに議会における政務活動費の減額措置が終了した直後であり、

据え置きが妥当であるとする御意見がありました。 

また、社会経済情勢から、景気は緩やかに回復基調が続いている

が、中小企業における賃上げの状況や消費者物価指数の状況等を総

合的に勘案すると、据え置きが妥当であるとする御意見がありまし
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会 長 

 

 

 

事務局 

 

 

会 長 

 

 

Ａ委員 

た。 

なお、市長にあっては精力的に活動されている中、多くの問題を

解決していただいており、市民目線で諸課題に取り組まれ、その職

責や実績から考えると給料の引上げについて検討すべきとも思われ

るが、人事院勧告による民間給与との較差が小さいこと、行財政改

革に伴う給料の減額措置の終了により、受け取る給料の額が実質的

に増額となっていることから、現状の額が妥当であるとする御意見

がありました。 

また、議員報酬については、議会活動等の現状から判断して引下

げが妥当であるとする御意見がありました。 

また、今後の特別職の報酬及び給料の額について、本年は減額措

置が終了し、すぐに引上げの議論にはならないが、県下最大の面積

を有し活動範囲も広いこと、合併後、着実な歩みを続けてきた実績

から、県下最高水準となるよう引上げを検討してよいのではないか

との御意見がありました。 

また、今回の諮問事項ではございませんが、議会における政務活

動費について、減額措置は平成２７年度で終了したものの、執行率

が１００％の議員及び会派もあり、今後、政務活動費の増額につい

て検討していくことも必要ではないかとの御意見がありました。 

また、議員定数については、あまり発言をされない議員がいるこ

となどから、議員定数を減らすことを検討してはどうかとの御意見

がある一方で、広大な市域の市民の声を適正に反映していくために

も議員定数は減らさない方がよいとの御意見がありました。 

以上が、前回の会議における御意見の内容です。 

 

それではここで、前回の会議で、議会活動に係る状況等につい

て、詳細な資料の御要望をいただいておりましたので、追加資料に

ついて、事務局から説明をお願いします。 

 

（審議資料及び参考資料説明） 

 

 

ありがとうございました。 

御質問、御意見がございましたらお願いいたします。 

 

要求をした資料が出てきましたので、検討に値する資料ではない
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Ｃ委員 

 

 

 

事務局 

 

 

Ａ委員 

 

 

事務局 

かと思います。 

 

資料を頂き、いろいろ見させていただきました。議会の中身がよ

く分かりました。 

私は、もっと議論をしていて、委員会などの回数が多いと思って

いました。案外日数が少ないと感じました。それに比べ市長は３６

５日、２４時間体制で動いていただき、随分違うと思っています。 

また、平均年齢の資料ですが、市議会議員は６０歳以上の方が５

割以上で、伊勢湾岸の市長の平均年齢は４５～４６歳で、首長はみ

なさん若く、他市の議会も議員年齢が高いですね。やはり議会も若

い方がどんどん立候補してくれるよう仕向けていかないといけない

と感じました。 

 

議事内容等を詳細に見ていただきたいと思うのですが、副市長の

不信任が度々出たり、撤回をしてみたり、もっと重要な議案がある

のではないかと思うのですが、どうしてこんなに副市長の不信任が

出るのでしょうか。 

私も委員会を見せていただきましたが、すぐに不信任が出まし

た。これを見ると、本当に議員が正当な議会活動をしているのか不

思議に思えて仕方がありません。このことが報酬とどのように関係

するのかということですが、何をしていても報酬は変わらない、上

げるのはおかしいと思います。正当な議会活動を行っていればもっ

と報酬を上げてもいいと思いますが、現在の状態は少しおかしいと

思っています。 

 

この資料を見ると出席率が非常にいいと思いますが、一部欠席の

回数が多い議員がいらっしゃいますが、理由と、欠席の際の手続き

を教えてください。 

 

ほとんどが風邪など体調不良による欠席で、議長に欠席届を出し

て休まれています。 

 

委員会の中で、委員外議員が入っていますが、委員外議員は委員

会所属の議員と同じように発言ができるのですか。 

 

採決には加わりませんが、質問等は同じように行うことができま
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各委員 

 

会 長 

 

 

 

会 長 

 

 

 

 

事務局 

 

会 長 

 

 

Ｃ委員 

 

 

 

 

す。 

 

それでは、各委員の意見等をもとに、答申の方向性について決定

していきたいと思います。 

議員報酬及び市長等の給料につきましては、据え置きが妥当とす

る御意見が多く、議員報酬につきましては、一部引下げの御意見、

市長の給料につきましては一部引上げの御意見をいただきました。 

据え置き、引下げ、引上げ、それぞれの御意見がある中ですが、

本審議会の答申としましては、人事院勧告における民間給与との較

差が僅少であること、独自の減額措置が終了し、本来の額を受け取

っていただいていること、現下の社会経済状況、他市の状況、それ

ぞれの職責の重要性等を総合的に勘案し、平成２９年度については

現行のまま据え置くことが妥当であるという方向で進めてまいりた

いと思いますが、いかがでしょうか。 

 

異議なし。 

 

私から、第２回の審議内容を踏まえ、事務局で答申案を作成する

ように指示いたしましたので、ただ今から、答申案をお手元に配付

させていただきます。 

 

この答申案を基に、御意見の追加や表現等を含めた内容の確認を

していただき、最終的に、審議会として答申の確定へと進めていき

たいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

まず、答申案について事務局から説明をお願いします。 

 

（答申案読み上げ） 

 

事務局からの答申案の説明について、何か御質問、御意見等がご

ざいましたら、お願いいたします。 

 

全体のまとめとしては良いですが、前回の会議で内閣総理大臣や

三重県知事等に係る資料をいただきました。内閣総理大臣、国務大

臣の俸給の改定も人事院勧告を考慮しており、今回は改定がないと

いうことや三重県知事にあっても人事委員会の勧告を考慮している

こと、あるいは国会議員や三重県議会議員の改定状況についての資
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Ｄ委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ委員 

 

Ｂ委員 

 

事務局 

 

 

 

 

Ｄ委員 

 

 

 

料も踏まえ、この審議会では審議を行ってきましたので、その辺り

のことを記載していただきたいと思います。 

 

「１ 会議の概要」を内閣総理大臣や三重県知事についての資料

を踏まえた内容の記述を入れさせていただき、修正させていただき

たいと思います。 

 

それでは、「１ 会議の概要」を修正ということでよろしいでし

ょうか。 

 

結構です。 

 

先程のＡ委員の発言にあったような議会の状況は、私も市民とし

て憂うべき状況だと思っています。 

「４ 本審議会での意見の概要」のところで、議員定数の削減の

意見の中に、本会議等であまり発言をされない議員がいることなど

からという例示がありますが、発言をする議員はこの議員たちより

も上等なのかというと、首をかしげる部分もあります。 

例えば、本来議論すべき事項を先送りにする行動をとる議員がい

るなどとして、あまり発言をされない議員と並列に記述するか、発

言をされない議員がいるという部分を削除するということを考えて

いただきたいと思うのですがいかがでしょうか。 

 

追加していただくことに賛成です。 

 

追加していただいたらどうですか。 

 

発言をされない議員がいるということは、定数が多いのではない

かということに関わってきますが、先程の御意見のような議員がい

ることを議員定数に係る御意見として並列で記述することは難しい

と思います。 

 

それでは、「５  検討に当たっての考慮事項等」の中で、議員の

職務の遂行に当たっては高い識見と専門的知識が従来以上に要求さ

れていますという記述がありますが、その部分に組み入れていただ

いてはどうでしょうか。 



7 

 

 

Ａ委員 

 

 

 

 

 

会 長 

 

 

 

各委員 

 

会 長 

 

 

 

各委員 

 

会 長 

 

 

 

 

会 長 

 

 

 

 

各委員 

 

会 長 

 

 

 

事務局 

 

「５  検討に当たっての考慮事項等」は、会長が審議会委員のそ

れぞれ意見を答申にまとめるにあたって考慮すべき事項と考えるも

のであり、そのように取り扱うべきというのであればよいのです

が、そうでなければ、今の御意見も一つの御意見として、「４ 本

審議会での意見の概要」に入れてはどうかと思います。 

 

それでは、議員定数に係る意見の部分はそのままで、先程のＤ委

員の御意見を「４ 本審議会での意見の概要」に追加するというこ

とでいかがでしょうか。 

 

異議なし。 

 

皆様の論議も尽くされたようですので、本審議会として市長から

の諮問事項についてとりまとめを行いたいと思いますが、いかがで

しょうか。 

 

異議なし。 

 

市長からの諮問事項は、議長、副議長及び議員の議員報酬の額並

びに市長及び副市長の給料の額についてでありますが、この件につ

きまして、委員の皆様の御意見が、ほぼ答申案と一致したというこ

とでよろしいでしょうか。 

 

もし、御意見がなければ、今回、新たにいただいた御意見を踏ま

えて、答申案を修正させていただいた後に、審議会からの答申とし

て私と会長職務代理者から明日１２月２７日に、市長へ答申を提出

したいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

異議なし。 

 

では、市長への答申につきましては、私と会長職務代理者にお任

せいただくことでよろしくお願いします。 

その他として何か事務局の方でありますか。 

  

委員の皆様方におかれましては、１１月４日、１１月２９日、本
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会 長 

 

 

 

日の３回にわたりまして、御熱心に御議論をいただきまして、誠に

ありがとうございました。 

今後は、会長もおっしゃられたとおり、若干の調整等をさせてい

ただいて、明日、会長から市長への答申を行っていただくよう進め

させていただきたいと思います。 

また、答申が終わりましたら、速やかに議会の方へも答申の内容

を報告させていただきたいと思っておりますので、よろしくお願い

いたします。 

皆様の御理解、御協力で審議を無事終えたことを感謝申し上げま

す。ありがとうございました。 

今後ともよろしくお願いいたします。 

 

これを持ちまして、津市特別職報酬等審議会を終了させていただ

くこととなります。皆様の御協力の下、無事に審議を終えることが

できましたことに、厚く御礼申し上げます。ありがとうございまし

た。 

それではこれで、津市特別職報酬等審議会を終了いたします。 

（終了） 

 


